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• 橋台・背面盛・ウイングの補強を兼ねた工法です。
• 橋台と地山補強材を側壁等で連結することで、橋台の変形ならびに背面盛土の沈下

を抑制します
• RRR-C工法を応用し、地山補強材を背面盛土側面から打設することで耐震補強が

可能であり、橋台前面での大掛かりな施工を必要としません。
• 必要な耐震性能に応じて地山補強材の数量を変化させることで、経済的な設計が可

能です。

特 徴

概 要

問 合 せ 先

既設橋台が地震を受けた場合、背面盛土が落ち込み、軌道変位を招いた事例が数多
く報告されています。既往の耐震補強工法は、橋台前面からの大掛かりな施工が必要
であることから、重要な道路を跨ぐ場合や箇所な個所においては適用が困難となりま
す。そこで、橋台前面側の施工を最小限とし、橋台・背面盛土・ウイングをバランスよく
補強可能な工法を開発しました。

地山補強材を用いた橋台の耐震補強工法

＜補強・リニューアル＞

(a) 補強効果大（３段補強） (b) 補強効果小（１段補強）

実験結果（正弦波3Hz500gal加振後の状況）

工法の概要

(a) 補強なし (b) 補強あり
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